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変色ゼロに。
動き出し評価シートを用いた介助確認

社会福祉法人 芦別慈恵園

作業療法士 中尾亮介

動き出しを待つことで
歩けるようになった事例

2016年9月 2017年10月

2018年2月 2019年1月（最初の動画から2年半経過）

Fugakudo-Macbook
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動き出しを待つ取り組みを始めた当初は… 取り組むと変化がみられた。

•まずは立つ時間を作る！／立つ時の動き出しを待つ。

•職員と一緒に10秒数える。A氏も一緒に数えてくれていた。

入居時（3年前）と現在の顔写真
入居時（3年前）と現在の足の写真

A氏のアルブミン値・体重・ＢＭＩ

2016.5

（最初の動画）
2019.1

（最後の動画）

アルブミン値 2.2 3.7

（+1.5）

体重 29.9kg 36.6kg

（+6.7）

BMI 14.6 19.8

（+5.2）

A氏のＡＤＬの変化
2016.4

（最初の動画）
2019.1

（最後の動画）

食事 手が痛い・目が思うように
見えず、途中から介助。

自力摂取。

排泄 失禁あり。
時間でトイレ誘導。

自分でトイレへ行って帰って
くる。

失禁もまれにあるが、自分で
ズボンを洗っている。

移動 車椅子。自走はしない。 独歩
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介護技術研修を行い10年経過
A氏だけでなく多くの方の生活ぶりが変化してきている。

• 動き出しを待つ介助が浸透してきている。

⇒職員のスキルアップにつながっている。

• Ａ氏…特に動き出しを待つ介助を意識。

• どこまでできる方か、どういう環境ならば動ける方か…

• 介助の様子を動画に収めて、振り返った。

• 変色事故は変わらずみられる。

• 分析は少しずつ出来てきている。

介護技術研修を行い10年経過

職員それぞれ異なる介助の悩みがある！

経験年数が浅くて不安

麻痺でなかなか立てない方の介助は不安…

動き出しをどのぐらい待てばよいかわからない…

•「実は〇〇と思っていたけど相談しづらかった」

•「寝返りができないのはもう仕方ないと思っていた」等…

動き出し評価シートを導入

•職員の介助を評価する。

• 3項目につき5点満点で評価。

•最高15点満点で点数によりA~D評価となる。

A…動き出しを待てており、本人が動きたくなる環境設定ができる。

B…丁寧で待てているが、まだお客様の能力を見落としている。

C…待つ意識は感じられるが、お客様の能力を多く見落としている。

D…介助者本位の介助であり、見ていてスピードも速いと感じる。

①自立支援を意識した関
わりができる

②動き出しはご本人から
のケアで変色をつくらな
い。

動き出し評価について 

【目的】 

① 自立支援を意識した関りができる 

② 『動き出しはご本人から』のケアで変色をつくらない 

 

【目標】 

・関わりの良し悪しを数字化することにより評価をする側、される側ともにできない原因や

できるための課題を明確にすることができる 

 

【ねらい】 

評価が上がる≒相手をわかろうとできる 

→相手を表面的及び内面的に捉えることができる 

評価が上がる≠技術が向上する 

→表面的な技術を上げることが目的ではない 

 

【評価について】 

① 相対評価で４段階評価とする（AからＤの４段階） 

② 主体性を考慮したコミュニケーション ５点満点 

③ 動き出しの「意思」を感じて待つことができる ５点満点 

④ 動き出しから「意図」を察した支援 ５点満点 

A評価（12～15点）B評価（8～11点）C評価（4～7点） 

D評価（0～3点） 

※採点ポイントの例 

加点の例 

・相手の目線に合わせて丁寧な会話ができる 

・次の動作につながる動き出しを待てる 

・相手の動き出しに合わせて自然に動いていただける支援ができる 

減点の例 

・一方的な声掛けや相手の言葉を受け止めようとしない 

・待とうとしないもしくは動き出している途中で介助を行なってしまう 

・介助者本位の動きになり相手の力やできることを奪っている 

 

◎評価者が持つべき心構え 

① 人を理解しようとするとき、その人にどのような動きがあるのかがとても大切な情報になる 

② 安心して今持っている能力を発揮できるよう、私たちの関わり方を含めた環境作りが大切 

③ 「動き出し」を奪うこと、認めないことは知らず知らずのうちに身体機能を衰えさせることになる 

④ 「さあどうぞ」「少しはできますね」という姿勢で関わると、この人は自分を分かってくれていると感じて

いただける。認めて差し上げることが信頼関係につながり、ご本人の能力を引き出すことになる 

動き出し評価 

日付：2019年  月  日 

記入者：                

お客様氏名：             介助者：               

●介助場面：該当するもの全てに〇をつけてください。 

ベッド～車椅子への移乗    ・    歩行    ・   食事 

 

●評価項目：点数と各項目についてコメントがあれば記載してください。 

① 主体性を考慮したコミュニケーション     ／５ 

② 動き出しの「意思」を感じて待つことができる     ／５ 

③ 動き出しから「意図」を察した支援     ／５ 

合計点数 ／１５ 

評価 A（12～15点） B（8～11点） 

C（4～7点） D（0～3点）  

 

良い点 

改善点 

良い点

改善点
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シートは介護技術研修にて活用！

•お客様ご本人からの希望

•職員が介助で困っているお客様

•歩けそう、立てそう、座れそう…だがどうしたらよいかわからない。

実際の流れ

介助場面を確認…

動画撮影→介助場面を確認 を繰り返す。

研修にて実践。評価シート記載。

お客様、職員双方の変化を職員会議にて報告

介助確認の実績

昨年の介助確認の実績は のべ139件。

D評価だったのが、半年後A評価へ。

評価シートを受けた職員にアンケート

•できていることと、出来ていない所がわかった。

•自分じゃ気が付かない所のアドバイスをもらえた。

•意識している部分を評価してもらえて自信になった。

評価シートを受けた職員にアンケート

•動き出すきっかけを作れない

•早い介助、遅い介助の違いがわからない。

介助の評価を受ける・動画を
撮る・振り返る事は当たり前。
職員の技術の向上に！

7年目職員との介助確認の様子
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職員より 改善点

待つ時間がわからない

柵ごと起きてしまう

座位が安定しない

その都度伝える

ゆっくり介助して、
動き出しを待つ。

介助確認

7年目職員との介助確認の様子～2週間後～

食事姿勢も改善

動こうとされたら
一度手を止めて

様子をうかがって
いる。

介助がゆっくりで
動き出しも多い

機能訓練指導員としての役割

職員と一緒に介助検討

どういう方なのか…どういう関わりがよいのか…

↓

動画を撮って振り返る。

↓

その積み重ねの結果、生活ぶりが変わっていく。
変色が減っていく。

ご清聴ありがとうございました。


